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報告の課題

なぜ環境問題は起こるのか－共有地の悲
劇－

環境問題解決のための話し合いの重要性
と難しさ

持続的発展のための「話し合い」

環境に配慮した技術開発と環境教育の重
要性



なぜ環境問題は起こるのか
－「共有地の悲劇」－



放牧と乳代，費用

１頭６万円で乳牛を買ってきて，放牧の
みで搾乳するとする。費用は乳牛購入代
金のみ。

ただし面積は限られている。

過放牧だと草が少なくなって再生が困難
になり，乳量，乳代が減る。

一番利益が高いのは何頭放牧するときだ
ろうか。



乳牛の放牧頭数と乳代，利益の関係

(単位：頭，万円)

放牧牛頭数 1 2 3 4 5 6 7

１頭あたり乳代 15 14 13 12 11 10 9

全乳代 15 28 39 48 55 60 63

全乳牛購入代金 6 12 18 24 30 36 42

総利益 9 16 21 24 25 24 21

注：数値は小島「エコロジストのための経済学」を参考にした。



過放牧はなぜ起こってしまうのか

個人の場合は，利益，不利益を全て引き
受けるので，全体として最適な放牧頭数
になる。

１人１頭の場合は，追加利益は追加した
人が独り占めするが，不利益はみんなで
分担する。



環境問題はなぜ起こってしまうのか
生産活動によって環境に負荷を与える物質が排
出されてしまうとする。

その経済活動によって得られる利益は，その人
が独り占めできる。

しかし排出された環境負荷物質による不利益は，
みんなが被ることになる。

追加的な生産活動に限っては収支はプラスだか
ら歯止めがかからず，全体としては環境を悪化
させてしまう。



環境問題解決のための話し合いの
重要性と難しさ

放牧をする酪農家は，それぞれ自分だけ
の判断で放牧をおこなっている。

お互いに話し合いをして，放牧頭数を調
整するようにしたら，過放牧は回避でき
るだろうか。



10頭 20頭

10頭 (2,2) (0,3)

20頭 (3,0) (1,1)

牧夫B

牧
夫
A

放牧頭数と利得
（牧夫Aの利得，牧夫Bの利得）



環境負荷を低減させるために
「非協力ゲーム」を「協力ゲーム」とす
ること。両者の話し合い，信頼関係の構
築が大事。

地球サミットなどにおける話し合いがこ
れにあたる。

二酸化炭素排出量を削減することについ
て合意を作ろうとしている。



しかし，途上国と先進国では
先進国と途上国における生産活動

低 高

低 (2,2) (0,3)

高 (3,0) (1,1)

先進国

途
上
国

合意形成の難しさと合意のために先進国が取り組まな
ければならないこと



持続可能性と環境問題
－誰と話し合うのか－

持続可能性とは：将来世代に不利益を与
えないこと，残さないこと

持続的な発展とは：将来世代に不利益を
与えず，現世代の満足度を向上させるこ
と。

ここで環境問題を発生させないためには，
現世代と将来世代の「話し合い」が必要
なことになる。しかしそれは無理。



持続的発展のイメージ

生活の質，満足度

×

○

時間



持続可能性：世代間の調整

世代がかわってから問題化するような生
産活動：現世代は利益のみ，将来世代は
不利益のみ，

将来世代と現世代の「話し合い」におい
て，将来世代は発言することができない。
将来世代は現世代を一方的・無条件に信
用している。

現世代の責任，環境意識の向上，環境教
育の重要性



環境に負荷を与えない農業技術の
開発と環境教育の重要性



環境に優しい農産物とそうではな
い農産物：選択の理論

環境に優しい農産物と負荷を与え
る農産物がある。

農業者は両方を生産し，消費者は
両方を消費する。

それぞれの生産量，消費量はどの
ようにして決まるだろうか。



消費財A

消費財B10 20

7

16

5

30

消費財AとBの組み合わせで，

（１６，１０）
（７，２０）

（５，３０）

これらの組み合わせは同じ
満足度が得られるとする。

この曲線を無差
別曲線とよぶ。

仮定：選択の判断基準は，より高い満足度を得ること。



消費財A

消費財B

満足度高い

満足度低い

上から見ている
イメージ

複数の無差別曲線：等高線のようなもの



消費財A

消費財B

しかしい，予算の制約を受ける。

予算＝Aの数量×Aの価格＋Bの数量×Bの価格

budget=quantity(A)×price(A)＋quantity(B)×price(B) 

Aの数量＝
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－

Bの価格
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price(A)
quantity(B)×

y切片vertical interception
直線の傾き
slope

budget
price(A)

budget
price(B)

price(B)

price(A)



予算制約の変化
消費財A

消費財B

予算が増えた：予算線
は平行移動する。

Aの価格が下がってBの価格

が上昇した：予算線の勾配
はきつくなる。

Aの価格はそのままでB
の価格だけが下がる：
縦軸の切片はそのまま
で，傾きがゆるくなる。



消費量の決定消費財A

消費財B

一定の予算内で，最
大の満足度が得られ
るAとBの組み合わせ

が最も望ましい消費
量となる。
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価格が変化したら消費量は？
消費財A

消費財B

Bの価格だけが低下した場

合：最適な組み合わせは，
sからs’に変化する。それぞ

れの財の変化量は，無差
別曲線の形による。
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環境負荷と農産物
負荷を与える農産物

環境に優しい農産物

技術開発により，環境に優
しい農産物をより低価格で
供給できるようになれば，
環境に優しい農産物の消費
量は増える。しかし図では
負荷を与える農産物の消費
量も増えている。

ｓｔ

ｕ

ｓ’

ｕ’

ｔ’



無差別曲線を見直そう：環境意識を高め
ると無差別曲線はどうなるか？

負荷を与える農産物

環境に優しい農産物

環境意識が高くなると，
無差別曲線は立ってく
る→負荷を与える農産
物は一定量をすぎると
満足度はほとんど増加
しない。



環境意識の高い無差別曲線に対して，環境に優し
い農産物の価格が下がると消費量はどうなるか。

負荷を与える農産物

環境に優しい
農産物

環境に負荷を与える農
産物の消費量が減少し，
環境に優しい農産物の
消費量だけが増加する。



教育研究機関の果たす役割

環境教育を充実させることの重要性：環
境意識の高い無差別曲線を持った消費者
を育てる。

環境に優しい農産物を安価に提供するた
めの技術開発：予算線をシフトさせる。

両方を同時におこ
なうことの重要性



まとめ

自分たちだけの判断で活動する→全体的な最適
と必ずしも一致しない→環境負荷を起こしやす
い。
話し合いの必要性：「非協力ゲーム」を「協力
ゲーム」に
途上国との合意のために先進国がしなければな
らないこと：まず環境負荷を減らす。
持続可能な開発：将来世代に対する現世代の責
任
教育研究機関の役割：高い環境意識の養成と環
境に負荷をかけない農産物を安価に生産できる
やめの技術開発



ご静聴ありがとうございました。
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